


1

会社概要 富永物産株式会社　TOMINAGA & Co.,Ltd

昭和 14 年 6月 29 日

1億 2千万円（授権資本 4億 8千万円）

株式会社三井住友銀行・株式会社りそな銀行・株式会社三菱UFJ 銀行・東京海上日動火災保険株式会社

商号

創立

資本金

主要株主

役員

小西　紀次

植木　盛昭

田原　邦彦

竹内　傳

代表取締役社長

取締役
エンジン事業部
アフターセールス部長

田川　淳一郎取締役
パワープラント事業部長

川合　健吾
取締役
エンジン事業部
営業部長

専務取締役
営業本部長兼大阪支店長

取締役
総務経理本部長

河内　泉監査役

組織

売上高

主要
取引銀行

・株式会社三井住友銀行 日本橋支店、堂島支店
・株式会社りそな銀行 日本橋支店、堂島支店
・株式会社三菱UFJ 銀行 大伝馬町支店、梅田新道支店

約 100 億円

総務経理本部・エンジン事業部・プラント機械事業部・パワープラント事業部
事業所：船橋・関西・九州　営業所：名古屋　出張所：長崎

従業員 約 150 名

営業時間 9：00～17：15　（土、日、祝日、年末年始 除く）
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沿革    創業 その後の沿革
明治 32 年「富永機輔」により創業。
昭和 23 年 7 月に「富永物産 ( 株 )」に改称後、昭和 25 年 10 月に米国ゼネラルモーターズ社のディーゼルエンジン部門日本
総代理店権を取得するまで約 50 年間、現在の日鉄住金鋼板 ( 株 ) の代理店として鉄鋼、非鉄金属を主体とした国内外に対
する販売会社として歩んで参りました。米国ゼネラルモーターズ社のディーゼルエンジン部門日本総代理店権を取得以降は、
ディーゼルエンジンを主軸として輸入販売そして自社工場及びパーツセンター等のインフラを整備し、国内の多方面に渡る
多くのお客様の評価を得ております。現在は、平成 10 年 4 月に同ディーゼルエンジン部門を 吸収統合したドイツMTU 社
( シリーズ 4000 以下 ) の販売及びサービスの日本代理店として活動し、船舶はもとより、鉄道・産業機械等より広い分野でお
客さまのご満足を頂ける様、努力しております。今後は、環境問題等へ対応すべく、ディーゼルエンジンに留まらず、ガス
エンジン等の販売サービスにも力を注ぐ所存です。

   モットーと経営方針
「私達は世界の一流機器を、蓄積された技術でお客様に提供いたしますとともに、サービスの向上と未来につながる業務の
継続的な改善に取り組みます。」半世紀以上にも及ぶディーゼルエンジンの輸入販売、高品質の各種産業用機器・装置の販
売、各種設備機器や製造設備のトータル受注など世界各国からの一流機器を販売するだけでなく、日本各地にサービス網を
配し、アフターサービスの向上に努めております。弊社は 2004 年 5 月に ISO9001:2000 を認証取得し、「製品の品質」のみ
ならず「会社の質」を追及し、よりお客様の要求を満足させるような会社を目指しております。

   事業内容
【エンジン事業部】
船舶用ディーゼルエンジン及びウォータージェットの輸入販売。弊社直営のサービス工場・各地の協力会社による確かな
技術に加え、部品の速やかな供給により多数のエンジン納入実績を誇る。
【プラント機械事業部】
各種設備機器分野 ( ロータリーポンプ、ダブルダイヤフラムポンプ、流量計、粉体輸送機、乳化分散機など ) の販売・アフ
ターサービス、エンジニアリング分野 ( グリース、塗料、接着剤、化学など ) の製造設備の新設工場を設計・製作・据付・
工事試運転・引渡しまでのトータル受注。
【パワープラント事業部】
陸上用発電機用 /ポンプ用各種エンジンと発電機セット、ガスタービン並びにガスタービン用部品、KOHLER ディーゼル発電
装置、HATZ 小型空冷ディーゼル、ガスタービン用 /産業用エアフィルター、ガスエンジン点火装置、ガス・アドミッション
・バルブ、エアスターター等、舶用冷暖房装置、舶用発電機、水冷排気サイレンサー等のマリンプロダクト、TV中継用特殊
電源車や特注の空調装置等の開発。



事業部紹介
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これまで半世紀以上もの間ディーゼルエンジンの販売を行って
参りました。弊社直営のサービス工場も充実しており、日本各
地に協力会社とのネットワークも構築しております。即納を心
がけた部品供給などのアフタサービスを含め、これまでの積み
重ねで確立されてきた技術により、関係諸官公庁はじめ各業界
の皆様からのご信頼を得て、多数のエンジンを納入させて頂い
ております。
また、新たに小型船舶用エンジンとして CAT の販売も開始して
おり、あらゆる出力レンジに対応できるよう多岐にわたる機種
を取り揃えております。
2009 年より Hamilton 社の推進装置ウォータージェットも取り
扱っており、お客様のニーズに幅広くお応えできるよう努めて
おります。

１９６５年以来海外の各種設備機器の納入実績を重ね、技術、
ノウハウを蓄積して参りました。設備機器分野としては、各種
容積式ロータリーポンプ、ダブルダイヤフラムポンプ、流量計
粉体輸送機、乳化分散機、脱泡機、チューブクリーニングマシ
ーン等の日本の輸入総代理店として永年に亘り販売、アフター
サービスを行っております。
プラントエンジニアリング分野では、塗料、樹脂、接着剤、グ
リースなどの製造設備の新設工場を設計から製作、据付、工事、
試運転、引渡しまでトータルで受注し、ユーザーの合理化、省
力化、自動化、製品の高品質化に貢献しています。
特にグリースプラントのエンジニアリングでは、世界の三大エ
ンジニアリング企業の一角を占めております。

   エンジン事業部

   プラント機械事業部

   パワープラント事業部
30 年以上の歴史を誇る当事業部は、あらゆる用途のディーゼ
ル /ガスエンジン /ガスタービン及びガスタービン用エアフィ
ルターやエアスターター、点火装置、ガス・アドミッション・
バルブ等主要周辺機器類を、世界のトップメーカーから輸入し
て販売 /アフターサービスをご提供しております。また、テレ
ビ放送産業向けに安定度の高い特殊車載発電機の開発や車載 /
船舶用空調装置など、絶えず新たな課題に挑戦しつつ多様な市
場ニーズに対応してきました。 この度陸上エンジン部門を統合
再編成し、主に陸上用途向けとして小型空冷ディーゼルを含む、
5kWから 3000kWに至る多彩なディーゼルエンジン・ラインナ
ップを揃え、発電機セットやエンジンポンプのパッケージング
等、質の高い総合エンジニアリング・サービスをご提供いたし
ます。



ISO    会社方針

   組織

私達は世界の一流機器を蓄積された技術で、お客様に提供いたしますとともにサービスの

向上と未来につながる業務の継続的な改善に取組みます。

2007 年 11 月 29 日

代表取締役社長 小西　紀次
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社長室

代表取締役社長　小西 紀次

取締役会

プラント機械
事業部
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総務経理本部 営業本部
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ISO    マネジメントシステム概要図
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個別業務
マニュアル

不具合製品の管理
共通ルールブック
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ISO

   品質マネジメントシステムの適用範囲

   お客様に満足していただくための取り組み

1, お客様からのクレームに対する対応手順

 お客様からのクレームに対し、再発防止のために次の手順で対応致します。

2, お客様満足度アンケート

お客様からの率直な御意見を取り入れ、満足度の向上に最善を尽くすために、

当社の仕事の進め方についてアンケートを実施させて頂いております。

ご多忙の折、誠に恐れ入りますが、ご協力の程、宜しくお願い致します。

1, 部門：全社
 
2, 製品・業務
 a, エンジン等輸入機械類の販売及び点検・整備
 b, 油脂製造設備等化学プラントの設計・据付及び構築物の施工管理
 
3, 適用規格
 ISO 9001:2015
 
4, 適用不可項目
 なし

お客様からのクレーム受付・内容確認

クレーム対応の指示・実行

再発防止策の検討・実行

再発防止策の効果確認

NG

終了
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会社社史 富永機輔により創業

戦時統制経済の実施により( 株 ) 富永商店に組織替えの上、富永鋼業 ( 株 )( 現日鉄住金鋼板 ( 株 )の前身)
の専属機関店となる

資本金 1,000 万円に増資

米国ゼネラルモーターズ社のディーゼルエンジン部門日本全国販売権を獲得し､以来営業の主体は逐次
機械部門に移行

資本金 3,000 万円に増資

本社を大阪市より東京都中央区日本橋に移転

千葉県船橋市にＤＤＣ(GM) ディーゼルエンジンサービス工場建設 ( 現船橋事業所 )

ゼネラルモーターズ社アリソン産業用パワーシフトトランスミッション代理店契約

名古屋市西区に名古屋営業所開設 ( プラント機械事業部直轄 )

資本金 6,000 万円に増資

兵庫県姫路市にＤＤＣ(ＧＭ) ディーゼルエンジンサービス工場建設 ( 現関西事業所 )

資本金 1億 2,000 万円に増資

ゼネラルモーターズ社アソリンガスタービン部門産業用ガスタービン代理店契約 ( 現 ロールスロイスア
リソン社 )

福岡県福岡市にDDC(GM) ディーゼルエンジンサービス工場建設 ( 現九州事務所 )
大阪府大阪市内に部品センター開設、後池田市に移転

建設業鋼構造物工事業 ( 都知事般 -56 第 61933 号 ) 認可取得、プラント設計工事に進出

米国ストラトコ社との技術提携により ＳＴＲＡＴＣＯ ＧＲＥＡＳＥ ＣＯＮＴＡＣＴＯＲ( グリース製造
反応釜 ) の日本 に於ける製作権を取得

ゼネラルモーターズ社アリソンＡＴ､ＭＴ､ＨＴオートマティックトランスミッション販売､サービス開始

兵庫県神戸市中央区に神戸営業所を開設。後明石市に移転

福岡県古賀町へ九州事業所新築移転

大阪府泉南市へ部品センター移転し、 パーツセンターと改称

千葉県松戸市にサービスセンター開設 ( プラント機械事業部直轄 )
米国コーラー社ディーゼル発電機販売 、サービス代理店契約

ダイムラークライスラーグループのMTU社製ディーゼルエンジン販売、サービス代理店契約

ダイムラークライスラーグループのMTU社製シリーズ 099､183､396、2000、4000 の販売、サービスに
関する日本総代理店権を取得
千葉県船橋市西浦へ船橋事業所新築移転

兵庫県たつの市へ姫路事業所を移転し、関西事業所と改称

ＩＳＯ９００１：２０００ 認証取得

兵庫県姫路市へ明石営業所を移転し、GTサービスセンターと改称

ニュージーランドHAMILTON社よりウォータージェットの販売とサービスに関する日本総代理店権を
取得。

東京本社移転 ( 新住所 : 東京都中央区日本橋本町 3 丁目 6 番 2 号 )

明治 32 年 1月

昭和 14 年 6月

昭和 23 年 7月

昭和 25 年 6月

昭和 25 年10月

昭和 26 年 9月

昭和 45 年 1月

昭和 45 年 7月

昭和 45 年 9月

昭和 46 年 2月

昭和 47 年10月

昭和 49 年 1月

昭和 51 年 4月

昭和 52 年10月

昭和 53 年10月

昭和 54 年 7月

昭和 56 年10月

昭和 57 年 2月

昭和 61 年 1月

平成 2年 12 月

平成 3年 4月

平成 7 年 11 月

平成 8 年 5月

平成 10 年 2月

平成 10 年 4月

平成 12 年10月

平成 16 年 4月

令和６年 4月

平成 16 年 5月

平成 16 年11月

平成 21 年 3月

平成 23 年 12月

旧三井物産の解体に伴ない､同社金物部員を中心とする有志を吸収し､社名を富永物産 ( 株 ) と 改称して
新発足､貿易再開と共に当初の鉄鋼、非鉄金属を主体とした国内販売から輸出入分野にも進出､ 資本金
300 万円
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アクセス 本社

大阪支店

船橋事業所

関西事業所

九州事業所

名古屋営業所

パーツセンター（大阪）

プラントサービスセンター（越谷）

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町 3-6-2 小津本館ビル
Tel: 03-3639-5311（大代表）Fax: 03-3639-5360

アクセス方法
・JR 総武線（快速）新日本橋駅    5 番出口 ― 徒歩 2分
・東京メトロ銀座線、半蔵門線　三越前駅   A10 出口 ― 徒歩 5分
・東京メトロ日比谷線　小伝馬町駅    3 番出口 ― 徒歩 5分

〒530-0047 大阪府大阪市北区西天満 2-6-8 堂ビル
Tel: 06-6361-3836（大代表）Fax: 06-6365-6294

アクセス方法
・地下鉄御堂筋線　淀屋橋駅― 徒歩 5分
・京阪本線　淀屋橋駅  1 番出口 ― 徒歩 5分
・JR 東西線　北新地駅― 徒歩 7分

〒273-0017 千葉県船橋市西浦 2-6-3
Tel: 047-433-6181（代表）Fax: 047-435-0873

アクセス方法
・JR 京葉線二俣新町駅― 徒歩 15 分
・JR 船橋駅または西船橋駅― 車 15 分

〒679-4016 兵庫県たつの市揖西町南山3-60
Tel: 0791-66-3600（代表）Fax: 0791-66-3900

アクセス方法
・山陽新幹線/JR山陽本線　相生駅―車約８分
・JR 山陽本線　竜野駅― 車約８分
・山陽自動車道　龍野西 I Cより―１分

〒811-3134 福岡県古賀市青柳 2848
Tel: 092-944-3211（代表）Fax: 092-944-3231

アクセス方法
・JR 鹿児島本線 古賀駅― 車約 5分
・国道 3号線― 工業団地方面へ約 1km
・古賀インターより― 約 3ｋｍ

〒463-0021 愛知県名古屋市守山区大森 4-806 大森ビル
3195-897-250 : xaF）表代（ 1195-897-250 : leT

アクセス方法
・名鉄瀬戸線　大森・金城学院前駅― 徒歩 5分
・名二環　大森ＩＣより― 7 分

〒590-0522 大阪府泉南市信達牧野 750-3
Tel: 072-485-4884（代表）Fax: 072-485-4886

アクセス方法
・JR 阪和線　和泉砂川駅― 徒歩 15 分
・阪神高速　泉佐野南 IC より―15 分
・阪和自動車道　泉南 IC より―10 分

〒343-0826　埼玉県越谷市東町 5-9-1
Tel: 048-961-1600（代表）Fax: 048-961-1601

アクセス方法
・JR 武蔵野線　「越谷レイクタウン駅」徒歩：20分、「吉川駅」徒歩 25分
・東京外環自動車道　「三郷 IC」より 10 分


